
公
立
全
園
で
０

・
１
歳
児
保
育
実
施
を

２
０
２
５
年
度
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
子
ど
も
園
の

入
所
受
け
付
け
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
次
受
付
が
終
わ
り
、
11
月
13
日
現
在
の
各
施
設

の
状
況
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

碧
南
市
で
は
、
各
園
の
年
齢
ご
と
の
募
集
人
数
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

高
浜
市
で
は
、
公
民
合
わ
せ
て
１
覧
表
で
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
こ
ど
も
課
内
で
、
２
次
募
集

や

「調
整
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

０
歳
児
保
育
は
、
生
後
６
ヶ
月
か
ら
入
所
で
き
ま
す
。

11
月
21
日
現
在
で
、
生
後
２
ヶ
月
以
上
の
こ
ど
も
さ
ん

が
応
募
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

《
表
》
の
よ
う
に
、
す

べ
て
の
園
で
０
歳
１
歳
児
保
育
は
、
受
付
不
可
の
✖
マ
ー

ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
立
４
園

（羽
久
手
、
天
道
、

築
山
、
日
進
）
の
０
歳
児
保
育
。
1
歳
児
保
育

（天
道
、

築
山
）
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
表
を
見

て
も
明
ら
か
で
す
。

説
明
な
く

一
方
的
な
民
営
化

公
立
築
山
保
育
園
を
廃
止
し
、
民
間
こ
ど
も
園
に
す

る
計
画
は
、
８
月
９
日
に
日
本
共
産
党
に
所
管
部
課
長

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
だ
け
で
す
。
築
山
保
育
園
、
大
浜

幼
稚
園
の
保
護
者
に
も
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

８
月
９
日
の

「子
ど
も
子
育
て
会
議
」
で
は
第
３
期

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画

（案
）
の
報
告
が
あ
り
、
Ａ

委
員
か
ら

「と
て
も
良
い
｝
と
の
発
言
が
あ
っ
た
だ
け

公
立
保
育
園
の
民
営
化
の
問
題
意
識
も
ま
っ
た
く
示
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
入
園
説
明
の
動
画
で
は

《
上

表
記
》
の
よ
う
に
動
画
の
中
で

一
方
的
に
築
山
保
育
園

の
廃
止
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
は

「令
和
10

年
度
に
築
山
保
育
園
及
び
大
浜
幼
稚
園
を
民
間
に
移
管

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
移
管
に
伴
い
、
近
隣
に
建

物
の
建
替
え

・
新
規
の
園
に
転
園
す
る
必
要
が
あ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
」
と
の
べ
て
い
ま
す
。

合
計
特
殊
出
生
率
９
市
で
最
低
な
の
に

碧
南
市
は
、
西
三
河
９
市
の
中
で
最
も

「合
計
特
殊

出
生
率
」
の
低
い
市
で
す
。
行
政
は

「安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
条
件
整
備
に
責
任
を
持
た
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
公
立
保
育
園
を
減
ら
し
て
は
、
責
任
放

棄
と
な
り
ま
す
。

小
池
市
長

「行
財
政
改
革
」

で
公
立
園
民
営
化

小
池
友
妃
子
市
長
は
、
自
ら
の
通
信
ビ
ラ
で

「行
財

政
改
革
」
の
成
果
と
し
て

「大
浜
幼
稚
園
と
築
山
保
育

園
を
統
合
し
民
間
こ
ど
も
園
を
開
設
予
定
」
と
書
い
て

い
ま
す
。

市
民
か
ら
は

「こ
ど
も

の
た
め
じ
ゃ
な
く
、
行
財

政
改
革
で
お
金
を
節
約
す

る
た
め
に
民
営
化
を
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。
市
長
は

よ
り
良
い
保
育
や
公
立
保

育
園
の
建
替
え
、
０
・
１

歳
児
保
育
の
拡
充
こ
そ
が

務
め
で
は
な
い
の
か
」

「津

波
や
液
状
化
の
地
域
に
、

１
９
０
人
の
子
ど
も
園
を

設
置
す
る
危
険
性
も
検
証

す
べ
き
」
と
怒
り
と
疑
問

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
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電
気
料
金
高
騰
の
中
で

電
力

・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
は
、
11
月
12
日
、
日

本
最
大
の
発
電
事
業
者

「Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
が
卸
電
力
取
引
所

が
開
設
す
る
翌
日
市
場

（
ス
ポ
ッ
ト
市
場
）
に
お
い
て
、

市
場
相
場
を
変
動
さ
せ
る
認
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、
停
止

す
る
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
の
余
剰
電
力
の
一
部
を
供
出
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
社
に
対
す
る
業
務
改
善
勧

告
を
行
っ
た
。

余
剰
電
力
た
め
こ
み
４
年
間

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
大
手
電
力
会
社
に
対
し
、

需
要
を
超
え
て
発
電
し
た

「余
剰
電
力
」
が
出
た
場
合
に
、

そ
の
す
べ
て
を
市
場
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
設
立
当
初
の
２
０
１
９
年

４
月
か
ら
２
０
２
３
年
10
月
ま
で
の
間
、
余
剰
電
力
全
量

の
市
場
供
出
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

最
も
影
響
が
大
き
い
時
で
は
取
引
価
格
が
1
㎾
／
Ｈ
当
た

り
、
50
円
以
上
値
上
が
り
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

料
金
値
上
げ
の
策
動

当
委
員
会
は
、
「適
正
な
電
力
取
引
に
つ
い
て
の
指
針
」

（令
和
6
年
10
月
1
日
）
に
お
け
る

「市
場
相
場
を
変
動

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
市
場
相
場
に
重
大
な
影
響
を

も
た
ら
す
取
引
を
実
行
す
る
こ
と
又
は
実
行
し
な
い
こ
と
」

（同
指
針
第
二
部I

I

2
（3
）
イ
③
相
場
操
縦
参
照
）
に
該

当
す
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

取
引
価
格
、
kw
／
Ｈ
当
た
り

50
円

以
上
値
上

改
善
命
令
の
内
容
は

➀
ス
ポ
ッ
ト
市
場
入
札
に
つ
い
て
、
各
プ
ロ
セ
ス
が
合
理

的
で
あ
る
か
総
点
検
を
実
施
し
た
上
で
、
本
来
の
需
給
関

係
に
よ
ら
ず
に
相
場
を
変
動
さ
せ
得
る
と
考
え
ら
れ
る
箇

所
を
特
定
し
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定

等
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

②
本
件
と
同
様
の
不
適
切
事
案
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、

卸
電
力
取
引
に
関
す
る
法
令
遵
守
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

管
理
の
実
効
性
確
保
を
旨
と
し
、
以
下
の
計
画
を
立
案
す

る
こ
と
。

１
、
問
題
意
識
を
有
す
る
社
員
が
社
内
に
お
い
て
容
易
に

相
談
、
問
題
提
起
及
び
通
報
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

よ
う
な
体
制
の
整
備
及
び
社
内
風
土
の
醸
成

２
、
社
内
ル
ー
ル
遵
守
の
た
め
の
確
認
、
牽
制
体
制
の
構

築
３
、
法
令
遵
守
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管
理
の
た
め
の

情
報
共
有
、
教
育
及
び
研
修
等
に
よ
る
、
全
社
員
に
対

す
る
定
期
的
か
つ
社
内
統

一
的
な
周
知
徹
底
機
会
の
設

定

を
指
示
し
て
い
ま
す
。
策
定
し
た
計
画
に
つ

い
て
、
令
和
6
年
12
月
12
日
ま
で
に
、
当
委
員
会
に
対
し
、

文
書
で
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

気
候
ネ
ッ
ト
な
ど
が
共
同
抗
議
声
明

11
月
15
日
、
気
候
危
機
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
原
子
力
資
料

情
報
室
、
原
子
力
市
民
委
員
会
、
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ｆ

Ｏ
Ｅj

a
p
a
n

は
、
共
同
抗
議
声
明
を
し
て
い
ま
す
。

「Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
電
力
市
場
の
市
場
操
作
に
対
す
る
業
務
改
善

勧
告
を
受
け
て
ー
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
電
力
価
格
を
吊
り
上
げ
消

費
者
や
新
電
力
事
業
者
に
甚
大
な
不
利
益
を
も
た
ら
し
た
」

と
い
う
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
、
自
ら
の
市
場
優
位
性

を
利
用
し
て
意
図
的
に
価
格
操
作
を
行
っ
た
可
能
性
を
否

定
し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
行
動
が
電
力
市

場
の
競
争
を
歪
め
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
以
前
の
旧

一
般

電
気
事
業
者
に
よ
る
地
域
独
占
の
圧
倒
的
支
配
力
を
維
持

し
続
け
、
価
格
に
影
響
力
を
持
た
な
い
小
規
模
の
地
域
電

力
な
ど
の
成
長
の
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

電
力
価
格
の
高
騰
は
、
消
費
者
に
も
甚
大
な
不
利
益
を
も

た
ら
し
た
。

国
が
放
置
し
、
火
力
発
電
増
強
へ

声
明
に
は
、
「日
本
に
お
い
て
急
激
な
電
力
価
格
の
高
騰

が
起
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
力

・
ガ
ス
取
引
監

視
等
委
員
会
が
、
本
件
を
現
在
に
至
る
ま
で
放
置
し
て
き

た
責
任
は
大
き
い
。
こ
の
間
、
「供
給
力
不
足
」
「電
力
不

足
」
な
ど
と
し
て
火
力
発
電
を
増
強
す
る
よ
う
な
政
策
が

次
々
と
創
設
さ
れ
た
り
、
原
発
の
再
稼
働
・

新
設
が
必
要
で
あ
る
か
の
よ
う
な
方
針
が

示
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
電

力
価
格
高
騰
の
分
析
や
見
極
め
を
見
誤
っ

た
こ
と
に

一
因
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
市

場
で
圧
倒
的
に
優
位
な
立
場
に
あ
る
大
手

電
力
会
社
が
同
様
の
こ
と
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
全
電
力
会
社
に
対
す
る
調
査
を
徹
底
し
て
行
う
べ

き
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

４
年
以
上
非
公
開
に

「な
お
、
こ
う
し
た
重
大
な
問
題
が
４
年
以
上
明
ら
か
に

さ
れ
ず
、
今
回
、
内
部
か
ら
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、
特
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
電
力

ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
は
、

ま
た
、
電
力

・
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
市
場
を
運
営
す
る
日
本
卸

電
力
取
引
所

（Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）
の
監
視
機
能
が
働
い
て
い
な

い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
な

ど
大
企
業
と
国
と
の
癒
着
関
係
が
、
国
民
生
活
に
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を

与
え
て
い
る

こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

12
月
19
日
（木
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

経済産業省が

株式会社JERAに業務改善勧告


